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本論文「デジタルペンを用いた時間的分析による書字困難の研究に関する研

究」は、デジタルペンを用いて小学生の書字行動プロセスを量的に分析する事

で、読み書きが困難な子ども達の評価・指導方法を教育的観点からとらえ直す

ことを目的とした研究である。 

 

第 1 章では、読み書き困難のある子どもたちの 教育、評価に関するレビュ

ーを行った。米国における教育・医学におけるとらえ方の歴史的背景を中心に

多くの論文をレビューし、読み書き障害の関連用語が多数存在し混乱している

この領域の用語について整理を行っており、多くの研究者が参照するに値する

内容になっている。 

第 2 章では、日本における読み書き困難評価テスト、および、日本における

読み書き困難児童への指導法のレビューを通じ、教育においては読み書き困難

な原因を特定して治療するアプローチとは異なる枠組みが必要であることを浮

き彫りにした。読み書き困難の評価が時間やエラーなどの測度で静的にとらえ

ることしかなかったアプローチの中、工学的手法を用いて動的に行動プロセス

を明らかに出来るのではいう斬新なアイデアを提案している。 

第 3 章では、デジタルペンを用いた書字行動の量的評価手法を提案し、その

具体的手続きについて述べた。同時に、デジタルペンの形状やサイズが書字行

動に影響を及ぼさない点、ここで用いた視写課題が年齢に影響されない点を検

証し、本研究で得るデータの信頼性が高いことも示している。 

第 4 章ではデジタルペンによる書き写し行動の量的解析を、小学校の通常学

級に在籍する 1年～6年までの児童 618 名を対象として行った。これだけ多くの

子どもの書字プロセスをデジタルデータで記録・分析した研究は国内外を通じ

てこれまで無く、小学生の書字の標準データとして非常に価値の高いものであ

る。第 1 節では、書字行動における運動時間／停留時間の分離、漢字／仮名書

字の分離を行い、漢字／仮名という文字によって、運動時間と停留時間の比が

発達的に変化することを明らかにした。第 2 節では、書字の連続性に着目し、



文字間停留と文節間停留について抽出し比較を行った。その結果、1年生と 6年

生においては文字間停留と文節間停留に差の見られない児童の割合が高く、他

の学年においてはその差が有意な児童の割合が高いことが明らかになった。文

節を活用するか否かについては発達が逆 U 字型になっているという知見は発達

的に非常に興味深い発見である。さらに、この現象を説明するために、1度にど

れくらいの文字を書いているかについて行動パターンを分析し、1文字ずつ書い

ている「粒書きパターン」（A型）、複数文字をまとめて書いている「まとまり書

きパターン」（B 型）、停留せずに連続して書いている「連続パターン」（C 型）

の 3 つに分類した。1，2 年生においては A 型・B 型の児童の割合が高かったの

に対して、次第に A型の児童が減り、C型の児童が増え、6年生では 2％が A型、

62％が B型、36％が C型を示した。このことから、1年生と 6年生の文字間停留

と文節間停留の差の無さは質的には全く異なるものであることを明らかにした。

こういった新しい知見の提供は、本論文の提案した書字行動プロセスのデジタ

ル分析が有効である事を裏付けていると言える。 

第 5 章では、書字に困難のある小学生 9 名を対象として、認知心理学的評価

と書字行動評価を行ない、両者の関連性の検討および書字行動の時間的な特徴

から書字困難要因を書字困難プロセス図と照らし合わせながら考察した。そし

て、書字困難には「視覚系」「聴覚系」「運動出力系」の３つのタイプが存在す

る事を明らかにした。こういった行動上からの分類は、問題の所在と補償する

工学的代替手段の選択を誰にも分かりやすい形で明示できるため、医学的知識

に乏しい教師や親にも理解しやすいものと言える。この学際的・独創的な研究

視点は年間40例近い読み書き困難児の相談に応じる平林氏の言語聴覚士として

の日常臨床活動に基づく部分が大きく影響している。 

第 6 章では結論と今後の展望として、原因を解明し治療手段を考えるアプロ

ーチだけではなく、行動評価に基づきその行動を補償するような学習環境を整

える代替アプローチが、即効的で子どもの学習の遅れを最小限にする上で重要

である事を述べた。現在、読み書き障害を脳機能の不全という視点からその原

因を診断し、治療教育を行うアプローチが主流である。その中で本論文は、子

どもの行動上の困難さという視点から読み書き困難をとらえ、書字行動のプロ

セスを解析したデータから工学的代替技術を用いたアプローチを科学的エビデ

ンスに基づき提案している。研究者にもならず教師や親にも非常に説得力のあ

る研究であり、特別支援教育分野の研究や臨床活動に大きく貢献すると考えら

れる。 

 

 よって本論文は博士（学術）の学位請求論文として合格と認められる。 


